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第１０回 アジア学生交流環境フォーラム
（ASEP2022）

実施報告書

http://www.aeon.info/ef/index.html


【実施概要】
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■テーマ 里山、私たちの未来のコモンズ 

（SATOYAMA, Our Future COMMONS） 

■開催日程 2022 年 8 月 2 日（火）～4 日（木） 

■開催形式 オンライン開催(Zoom) 

■主催 公益財団法人イオン環境財団 

■後援 外務省 

■幹事校 早稲田大学 

■参加校 

(※国名順) 

早稲田大学(日本) 

清華大学(中国) 

高麗大学校(韓国) 

ベトナム国家大学ハノイ校(ベトナム)  

マラヤ大学(マレーシア) 

王立プノンペン大学(カンボジア) 

インドネシア大学(インドネシア) 

チュラロンコン大学(タイ) 

フィリピン大学(フィリピン)、計 9 大学 

■参加人数 学部生および大学院生計 84 名、教授・大学職員計 20 名 

■協力 早稲田大学 TOWAリサーチセンター 

■メインプログラム ８月２日（火）開講式、基調講演、グループワーク 

８月３日（水）講演、グループワーク 

８月４日（木）成果発表、閉講式 

 

本フォーラムは、当財団と国連環境計画生物多様性条約事務局との合意
に基づいて実施されており、本年で１０回目を迎えました。日本を含むア
ジア各国の大学生・大学院生が、英語を共通言語として、各国の自然環境
や歴史、文化、価値観の違いなどを学びながら、地球環境問題について討
議を行います。このことを通じて、グローバルステージで活躍する環境分
野での人材育成を目指しています。これまでに１０カ国延べ６７９名の大
学生が参加しました。

本年は、昨年に続きオンライン開催とし、９カ国９大学８４名の学生が
リモートで参加しました。幹事校である早稲田大学がAEON TOWAリサー
チセンター（※）の協力のもとプログラムを企画しました。学生は、「里
山、私たちの未来のコモンズ」をテーマとするさまざまな視点からの講演
を受講し、多国籍で構成した１０チームに分かれてグループディスカッシ
ョンを行いました。最終日には各チームの議論の成果について参加者全員
で共有を行いました。



【活動様子】

一日目、８月２日（火）

開講式

主催者挨拶 山本百合子専務理事

幹事校代表挨拶
早稲田大学 田中愛治総長
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来賓挨拶
駐日カンボジア王国特命全権大使トゥイ・リー閣下



基調講演

早稲田大学の吉川教授による基調講演
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イオン環境財団の板谷による基調講演



基調講演まとめ

4テーマについて理解を深めるため、基調講演後、数名の参加学生に
自分がイメージした里山を紹介してもらった



二日目、８月３日（水）

レクチャー

質疑応答

早稲田大学 黒川哲志教授によるレクチャー
「日本における社会生態学的生産ランドスケープを保全するための法的スキーム」
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レクチャー

質疑応答

新潟大学 豊田光世准教授によるレクチャー
「里山里海保全のためのアクターコミュニティの育成」
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シェアリング（学習成果の発表）

Bチーム

Aチーム

三日目、８月４日（木）
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Dチーム

Cチーム
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シェアリング（学習成果の発表）



Fチーム

Eチーム
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シェアリング（学習成果の発表）



Hチーム

Gチーム
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シェアリング（学習成果の発表）



Jチーム

Iチーム
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シェアリング（学習成果の発表）



閉講式
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閉講挨拶
早稲田大学 弦間理事

参加大学の教授代表によるジェネラルコメント
ベトナム国家大学ハノイ校 ボ・サン・ソン博士



フェアウェルパーティ

参加学生全員による自己紹介を兼ねて「私の里山」を紹介する
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ニュースリリース

Facebook Instagram
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当財団発信


